
（特非）　徳島保全生物学研究会

NPO地域づくり工房

生物多様性活動認証制度の拡大による地域
の生物多様性向上の推進

市民からの持続可能性アセスメントの提案
とモデル事業の実施

消費者アンケートに
よる課題抽出 127 人
認証取得者のHP
掲載者数 8 軒

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 35 ％

実　践

ひろげる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

活動地域

活動地域

活動内容と成果
生物多様性の向上を図るため、生物多様性活動認証
制度を企業に普及させる準備として、企業版チェッ
クシート、及び講習会資料を作成し、課題を抽出し検
討した。実際に進めるにあたり、企業の代表者が組織
した「SDGsとくしまみらい会議」と連携を図った。
また、農業者への普及啓発を合わせて実施し、県西部
と県南部の農業従事者の協力を新たに得ることがで
きた。組織内ではオンラインを活用して情報共有と
連携を図り、また、消費者への普及啓発にオーガニッ
ク・フェスタ会場からオンラインにより生物多様性
の取組みや重要性を伝えた。

活動内容と成果
①持続可能性評価の指標の構築
● 下記②のモデル事業での指標と方法書づくり
● オンライン学習会「開発とSDGs」（3回）開催
● Web「市民からの持続可能性アセスメント」公開
②モデル事業の実施
● 大阪万博に向けたワークショップ（2回）と提案作成
● 夢洲での生きもの調査（33回）とフォトアルバム刊行
● 生きもの調査の結果に基づくオンライン講演会（4回）
● 「水島再生プラン」持続可能性アセス方法書の公開
③環境教育への反映
● 「つくってみよう足元のSDGsマップ」開発と試行（1回）
● Webゲーム「つきのくんと考える開発と環境」開発
とオンラインプログラムの試行（2回）

課　題
生物多様性活動認証制度の普及により、徳島県にお
ける生物多様性の保全活動が推進拡大する。

目　標
徳島県内の企業における生物多様性活動を普及さ
せ、企業における認知を向上させるとともに、農業や
消費者に認証制度を普及啓発する。

課　題
日本では持続可能性アセスメントが導入されていな
い。開発行為の持続可能性を評価する仕組みを構築
することで、SDGsに向けた取組みの実効性を高め
ていく必要がある。

目　標
持続可能性アセスメントを市民活動の分野から提言
し、実践を広げていくことで、日本における持続可能
性アセスメントの導入を促進する。
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HP： http://npo.omachi.org/

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス感染症の拡大防
止対策を図り、かつ、新しいスキルを
マスターしながら実施しなければ活
動が推進できなかったこと。

■工夫した点
対面の場合に、関係者が新型コロナ
ウイルス感染を起こさないように細
心の注意を払いながら実施したこ
と、オンライン会議のスキル習得。

■苦労した点
新型コロナウイルス対応でオンライ
ン実施を余儀なくされ、協力団体と
の連絡調整や学習会開催などで試行
錯誤することが多かった。

■工夫した点
各地の環境NPO（大阪、倉敷、東京）
と協働したモデル事業の実施と、専
門団体・学会との連携。

作成したチェックシートと講習会資料で企業に生物多様性活動認証制度を推進し
ていく。並行して農業従事者への中上級認証制度を検討する。さらに、消費者に取
組みを普及啓発し、生物多様性の向上を図る。

初年度、オンライン対応を余儀なくされたが、むしろ幅広い地域や分野、立場の参
加を得て調査や検討を行うことができた。これを土台に日本での持続可能性アセ
スメントの導入に向けた機運を高めることに貢献したい。

今後の
展望

今後の
展望

エコフェスタでのアンケート聴取と普及啓発エコフェスタでのアンケート聴取と普及啓発

「つくってみよう！足元のSDGsマップ」試行プログ「つくってみよう！足元のSDGsマップ」試行プログ
ラムラム

生物多様性活動認証取得農家への生物多様性活動認証取得農家への
取材取材

「つきのくんと考える開発と環境」「つきのくんと考える開発と環境」
試行試行

学習会等参加者 433 人

現地調査参加者 131 人

今年度計画の達成度 94.1 ％

目標達成度 32 ％

 徳島県

 長野県及び日本全域


